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同時発表先： 合同庁舎記者クラブ、広島県政記者クラブ、中国地方建設記者クラブ

持続可能な建設業のために必要な担い手確保、どうする！？
～広島県内の建設業関係４団体・公共工事発注者による意見交換会を開催～

建設業はインフラの整備、維持管理を支えるとともに、災害時には最前線で安全
・安心の確保を担う「地域の守り手」としての役割を果たしています。
しかしながら、建設業従事者の高齢化が進行しており、特に現場で直接的に作業
に従事する建設技能者の年齢構成は、60歳以上が全体の4分の1以上を占めるにもか
かわらず、若年層の担い手確保が困難な状況となっています。
持続可能な建設業のためには若年層の担い手確保が喫緊の課題であり、給与に加
え、時間外労働削減や休日確保といった働き方改革も含めた処遇改善が必要です。
今年３月に開催した第１回意見交換会に引き続き、立場の異なる建設工事の元請
企業を中心とした団体、下請企業として従事する機会が多い専門工事業団体と公共
工事発注機関が一堂に会し、担い手確保に向けた課題や取り組みについて意見交換
を行います。
【参加団体・機関】
・一般社団法人 日本建設業連合会中国支部
・一般社団法人 広島県建設工業協会
・一般社団法人 全国中小建設業協会広島県支部
・建設産業専門団体中国地区連合会
・広島県
・広島市
・国土交通省中国地方整備局

１．日 時 ： 令和 ６年 ６月２１日（金） １０時００分～１１時３０分
２．会 場 ： 広島市中区八丁堀２－１５ 中国地方整備局建政部庁舎３階会議室
３．主 な 内 容 ： ・広島版「目指せ！建設現場土日一斉閉所」運動の推進

・民間発注者向けのリーフレットの作成及び要請
・建設業（特に技能労働者）の入職促進に向けた取り組み
・時間外労働の上限規制適用後の現状について

４．取 材 方 法 ： ・取材・写真撮影は冒頭挨拶のみとし、意見交換会終了後、13時30
分より会場にて報道機関向けのブリーフィングを行います。

・報道関係者で取材を希望される方は、令和6年6月19日（水）17時
00分までに別添取材申込Formsにより事前にお申し込み下さい。

＜問い合わせ先＞
中国地方整備局 ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平日・昼間）

【担当】建政部 建設産業課長 永 尾 義 信 (内線６１４１)
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建政部 建設産業課長補佐 中 村 英 樹 (内線６１５７)
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別添

建設業の担い手確保に向けた広島地区意見交換会 取材申込

以下より取材申込用Formsにアクセスのうえ、「所属」、「お名前」、「連絡
先電話番号」を入力のうえ送信して下さい。
なお、当日は会場にてお名刺を１枚頂戴致します。

取材申込FormsのURL：https://forms.office.com/r/Q7BSCnApvh

下記二次元バーコードからも申し込みできます。

https://forms.office.com/r/Q7BSCnApvh


  

建設業の担い手確保に向けた広島地区意見交換会 

 

令和6年6月21日 

中国地方整備局建政部３階会議室 

 

次  第 

 

１．開会  

 

２．主催者挨拶  国土交通省中国地方整備局長  中﨑 剛 

 

３．出席団体挨拶 

 一般社団法人日本建設業連合会中国支部支部長   岩垣 尚樹 様 

   一般社団法人広島県建設工業協会副会長      沼田  聖 様 

   一般社団法人全国中小建設業協会広島県支部長   空久保 求 様 

   建設産業専門団体中国地区連合会顧問       谷  勝美 様 

 

４．意見交換等 

 【申し合わせ】 

 （１）広島版「目指せ！建設現場土日一斉閉所」運動の実施 

 （２）民間工事発注者向けのリーフット作成及び要請 

 （３）建設業（特に技能労働者）の入職促進に向けた取り組み 

【意見交換】 

（４）時間外労働の上限規制適用後の現状について 

（５）その他 

 

４．閉会 


